平成22年度　実務担当者会議報告
リンクリゾルバ導入事例発表
座長：愛知医科大学医学情報センター（図書館)　小林晴子さん
病院図書室の導入事例として聖隷三方原病院図書室大岩美恵子さんからSerials Solutions 360 Core, 360Linkが、大学図書館の導入事例として朝日大学図書館大野圭子さんからSFXが報告された。エクセル等での電子ジャーナル管理が限界に近づいた際に導入を決定。やがて電子ジャーナルの管理から電子ジャーナル論文へのリンクナビゲーションへと段階を踏んで導入されている。お二人の事例は、医学図書館. 2010;57(2)に掲載されているので参照されたい。

　最後に、座長が、リンクリゾルバ導入により、各種情報資源を提供するだけでなく、フルテキストまで確実に利用者を導くことが重要であること。また、今回のような研修の機会に導入事例を報告しあうことによって情報を共有したい、と締めくくった。
プロダクトレビュー
司会：藤田学園医学・保健衛生学図書館　真野康由（実務担当者会議担当）
　発表時間は1社30分、他社の発表時には退席をお願いした。発表は社名の五十音順により、紀伊國屋書店、サンメディア、丸善、ユサコとした。

　紀伊國屋書店：Web of Science, Journal Citation Reportsの紹介
　サンメディア：ProQuestほか医学関連コンテンツの紹介
　丸善：選書支援サービス、病院・診療所・薬局向けコンテンツ・ライブラリー待合くんの紹介
　ユサコ：ebraryコレクションと機能の紹介。Thomson Reutersの製品紹介
参加者から、国内電子ジャーナルでも論文単位での購入（PPV）が可能であるかどうか質問があった。現在は機関単位のPPVはサービスされていないとの回答があった。

日常業務Ｑ＆Ａ（意見交換）
司会：名古屋市立大学総合情報センター川澄分館　久田睦美（東海目録WG）

名古屋市東部医療センター東市民病院図書室　河原林喜美子（同上）

・病院図書室から、相互貸借申込時に調べられるよう、各大学の電子ジャーナル契約タイトルを閲覧できるようにと要望があった。
・電子ジャーナル論文はILLにおいてデータ（PDF等）での提供が可能か、また、冊子と電子ジャーナルの両方を所蔵する場合どちらで提供されるのか、との質問があった。

⇒大学間では作業効率から電子データでの提供も行われているが、ハードコピー後の取扱い（電子データの廃棄）等のルール遵守が強調された。最終的には、著作権の範囲内の運用と出版社との契約内容によることが確認された。
17：00～　名古屋大学附属図書館医学部分館の見学、及び交流会を開催して終了した。

